担当児童（・障害者）センター = 無回答
Q1 入院経験の有無

統計量(a)

Q1 入院経験の有無 

	度数
	有効
	25

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q1 入院経験の有無(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	ある
	20
	80.0
	80.0
	80.0

	 
	ない
	5
	20.0
	20.0
	100.0

	 
	合計
	25
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
[image: image1.emf]20.0%

80.0%

ない

ある

Q1 入院経験の有無

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q1-3 最近の入院年齢（階級）

統計量(a)

Q1-3 最近の入院年齢（階級） 

	度数
	有効
	20

	 
	欠損値
	5


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q1-3 最近の入院年齢（階級）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	乳児期（0歳）
	1
	4.0
	5.0
	5.0

	 
	幼児期・就学前（1～5歳）
	3
	12.0
	15.0
	20.0

	 
	学齢児童期（6～11歳）
	2
	8.0
	10.0
	30.0

	 
	思春期頃（12～17歳）
	3
	12.0
	15.0
	45.0

	 
	18～19歳
	1
	4.0
	5.0
	50.0

	 
	20歳代
	4
	16.0
	20.0
	70.0

	 
	30歳代
	1
	4.0
	5.0
	75.0

	 
	40歳代
	1
	4.0
	5.0
	80.0

	 
	50歳以上
	1
	4.0
	5.0
	85.0

	 
	無回答
	3
	12.0
	15.0
	100.0

	 
	合計
	20
	80.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	5
	20.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q1-3 最近の入院年齢（階級）

担当児童（・障害者）センター: 無回答


 Q1-3 最近の入院理由

統計量(a)

Q1-3 最近の入院理由 

	度数
	有効
	20

	 
	欠損値
	5


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q1-3 最近の入院理由(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	呼吸器系急性疾患・症状
	6
	24.0
	30.0
	30.0

	 
	消化器系急性疾患・症状
	2
	8.0
	10.0
	40.0

	 
	呼吸不全（誤嚥・ぜんそく発作等）
	1
	4.0
	5.0
	45.0

	 
	骨折・外傷・事故等
	1
	4.0
	5.0
	50.0

	 
	その他急性症状等
	2
	8.0
	10.0
	60.0

	 
	手術・処置
	3
	12.0
	15.0
	75.0

	 
	装具作成・調整、薬のコントロール、検査・指導等
	2
	8.0
	10.0
	85.0

	 
	分類不能（部位・器官名のみ等）
	1
	4.0
	5.0
	90.0

	 
	社会的理由（介護者の用事・不調等）
	1
	4.0
	5.0
	95.0

	 
	無回答
	1
	4.0
	5.0
	100.0

	 
	合計
	20
	80.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	5
	20.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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骨折・外傷・事故等

呼吸不全（誤嚥・ぜ

んそく発作等）

消化器系急性疾患・

症状
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Q1-3 最近の入院理由

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q1-4 最近の入院時の入院先

統計量(a)

Q1-4 最近の入院時の入院先 

	度数
	有効
	20

	 
	欠損値
	5


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q1-4 最近の入院時の入院先(a)

	 
	度数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	愛知県コロニー
	3
	12.0
	15.0
	15.0

	 
	青い鳥医療福祉センター
	1
	4.0
	5.0
	20.0

	 
	その他の病院（市民病院等を除く）
	9
	36.0
	45.0
	65.0

	 
	市民病院等（=市立・町立病院）
	7
	28.0
	35.0
	100.0

	 
	合計
	20
	80.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	5
	20.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q1-4 最近の入院時の入院先

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q1-5 入院時の主な付き添い者(1番）

統計量(a)

Q1-5 入院時の主な付き添い者(1番） 

	度数
	有効
	20

	 
	欠損値
	5


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q1-5 入院時の主な付き添い者(1番）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	母
	16
	64.0
	80.0
	80.0

	 
	兄弟姉妹の配偶者
	1
	4.0
	5.0
	85.0

	 
	ヘルパー等事業所職員
	1
	4.0
	5.0
	90.0

	 
	無回答
	2
	8.0
	10.0
	100.0

	 
	合計
	20
	80.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	5
	20.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q1-5 入院時の主な付き添い者(1番）

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q1-5 入院時の主な付き添い者(2番）

統計量(a)

Q1-5 入院時の主な付き添い者(2番） 

	度数
	有効
	20

	 
	欠損値
	5


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q1-5 入院時の主な付き添い者(2番）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	空欄
	8
	32.0
	40.0
	40.0

	 
	父
	8
	32.0
	40.0
	80.0

	 
	兄弟姉妹
	2
	8.0
	10.0
	90.0

	 
	無回答
	2
	8.0
	10.0
	100.0

	 
	合計
	20
	80.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	5
	20.0
	 
	 


	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q1-5 入院時の主な付き添い者(2番）

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q1-5 入院時の主な付き添い者(3番）

統計量(a)

Q1-5 入院時の主な付き添い者(3番） 

	度数
	有効
	20

	 
	欠損値
	5


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q1-5 入院時の主な付き添い者(3番）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	空欄
	12
	48.0
	60.0
	60.0

	 
	父
	1
	4.0
	5.0
	65.0

	 
	兄弟姉妹
	1
	4.0
	5.0
	70.0

	 
	祖父母・親戚
	4
	16.0
	20.0
	90.0

	 
	無回答
	2
	8.0
	10.0
	100.0

	 
	合計
	20
	80.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	5
	20.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q1-5 入院時の主な付き添い者(3番）

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q2 「付き添いがいなければ入院できない」といわれた経験の有無

統計量(a)

Q2 「付添いがいなければ入院できない」といわれた経験の有無
	度数
	有効
	25

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q2 「付き添いがいなければ入院できない」といわれた経験の有無(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	ある
	11
	44.0
	44.0
	44.0

	 
	ない
	9
	36.0
	36.0
	80.0

	 
	無回答
	5
	20.0
	20.0
	100.0

	 
	合計
	25
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q2 「付き添いがいなければ入院できない」といわれた経験の有無

担当児童（・障害者）センター: 無回答


担当児童（・障害者）センター = 無回答
Q1 最近5年間の通院経験の有無

統計量(a)

Q1 最近5年間の通院経験の有無 

	度数
	有効
	25

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q1 最近5年間の通院経験の有無(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	通院した
	21
	84.0
	84.0
	84.0

	 
	通院しなかった
	4
	16.0
	16.0
	100.0

	 
	合計
	25
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q1 最近5年間の通院経験の有無

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Ｑ１　通院した医療機関の種類（複数回答）

Q1 通院した医療機関の種類（複数回答）(a)

	 
	人数

	Q1 通院した医療機関の種類
	心身障害専門医療機に通院
	13

	 
	一般の大規模医療機関に通院
	10

	 
	一般の小規模医療機関に通院
	11


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
Q1 利用した医療機関種の組み合わせ

統計量(a)

Q1 利用した医療機関種の組み合わせ 

	度数
	有効
	21

	 
	欠損値
	4


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q1 利用した医療機関種の組み合わせ(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	心身障害専門&一般大規模&一般小規模に通院
	5
	20.0
	23.8
	23.8

	 
	心身障害専門&一般小規模に通院
	2
	8.0
	9.5
	33.3

	 
	一般大規模&一般小規模に通院
	1
	4.0
	4.8
	38.1

	 
	心障専門のみに通院
	6
	24.0
	28.6
	66.7

	 
	一般大規模のみに通院
	4
	16.0
	19.0
	85.7

	 
	一般小規模にみに通院
	3
	12.0
	14.3
	100.0

	 
	合計
	21
	84.0
	100.0
	 

	欠損値
	最近5年は通院なし
	4
	16.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q1 利用した医療機関種の組み合わせ

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q2　通院した心身障害専門医療機関（複数回答）

Q2 通院した心身障害専門医療機関（複数回答）(a)

	 
	人数
	心身障害専門医療機関に通院した人に占める割合（％）

	Q2 通院した心身障害専門医療機関
	第二青い鳥学園
	4
	30.8%

	 
	愛知県コロニー
	6
	46.2%

	 
	青い鳥医療福祉センター
	2
	15.4%

	 
	豊田市こども発達センター
	0
	.0%

	 
	県外の心身障害専門医療機関
	0
	.0%

	 
	医療機関名無回答
	2
	15.4%


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
Q2-2, 2-3　心身障害専門医療機関の受診科目と受診目的（複数回答）
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Q3-2　一般大規模医療機関の受診科目と受診目的（複数回答）
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Q4-2　一般小規模医療機関の受診科目と受診目的（複数回答）
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医療機関種別　定期受診科目（複数回答）
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医療機関種別　不定期受診科目（複数回答）
[image: image15.emf]医療機関種別　不定期受診科目（人数）
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Q2-5 心身障害専門医療機関への主な交通手段

統計量(a)

Q2-5 心身障害専門医療機関への主な交通手段 

	度数
	有効
	13

	 
	欠損値
	12


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q2-5 心身障害専門医療機関への主な交通手段(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	自家用車
	9
	36.0
	69.2
	69.2

	 
	一般のタクシー
	1
	4.0
	7.7
	76.9

	 
	介護タクシー
	1
	4.0
	7.7
	84.6

	 
	社会福祉協議会等による移送サービス
	1
	4.0
	7.7
	92.3

	 
	無回答
	1
	4.0
	7.7
	100.0

	 
	合計
	13
	52.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	12
	48.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
[image: image16.emf]7.69%
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無回答
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介護タクシー

一般のタクシー

自家用車

Q2-5 心身障害専門医療機関への主な交通手段

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q2-6 心身障害専門医療機関への平均的所要時間（階級）

統計量(a)

Q2-6 心身障害専門医療機関への平均的所要時間（階級） 

	度数
	有効
	13

	 
	欠損値
	12


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q2-6 心身障害専門医療機関への平均的所要時間（階級）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	30分以内
	6
	24.0
	46.2
	46.2

	 
	30分超60分以内
	3
	12.0
	23.1
	69.2

	 
	60分超90分以内
	3
	12.0
	23.1
	92.3

	 
	無回答
	1
	4.0
	7.7
	100.0

	 
	合計
	13
	52.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	12
	48.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
[image: image17.emf]7.69%

23.08%

23.08%

46.15%
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60分超90分以内

30分超60分以内

30分以内

Q2-6 心身障害専門医療機関への平均的所要時間（階級）

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q3-4 一般大規模医療機関への主な交通手段

統計量(a)

Q3-4 一般大規模医療機関への主な交通手段 

	度数
	有効
	10

	 
	欠損値
	15


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q3-4 一般大規模医療機関への主な交通手段(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	自家用車
	8
	32.0
	80.0
	80.0

	 
	介護タクシー
	2
	8.0
	20.0
	100.0

	 
	合計
	10
	40.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	15
	60.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
[image: image18.emf]20.0%
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介護タクシー

自家用車

Q3-4 一般大規模医療機関への主な交通手段

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q3-5 一般大規模医療機関への平均的所要時間（階級）

統計量(a)

Q3-5 一般大規模医療機関への平均的所要時間（階級） 

	度数
	有効
	10

	 
	欠損値
	15


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q3-5 一般大規模医療機関への平均的所要時間（階級）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	30分以内
	8
	32.0
	80.0
	80.0

	 
	60分超90分以内
	2
	8.0
	20.0
	100.0

	 
	合計
	10
	40.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	15
	60.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
[image: image19.emf]20.0%
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30分以内

Q3-5 一般大規模医療機関への平均的所要時間（階級）

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q4-4 一般小規模医療機関への主な交通手段

統計量(a)

Q4-4 一般小規模医療機関への主な交通手段 

	度数
	有効
	11

	 
	欠損値
	14


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q4-4 一般小規模医療機関への主な交通手段(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	自家用車
	7
	28.0
	63.6
	63.6

	 
	一般のタクシー
	1
	4.0
	9.1
	72.7

	 
	徒歩・車いす
	1
	4.0
	9.1
	81.8

	 
	無回答
	2
	8.0
	18.2
	100.0

	 
	合計
	11
	44.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	14
	56.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q4-4 一般小規模医療機関への主な交通手段

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q4-5 一般小規模医療機関への平均的所要時間（階級）

統計量(a)

Q4-5 一般小規模医療機関への平均的所要時間（階級） 

	度数
	有効
	11

	 
	欠損値
	14


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q4-5 一般小規模医療機関への平均的所要時間（階級）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	30分以内
	7
	28.0
	63.6
	63.6

	 
	無回答
	4
	16.0
	36.4
	100.0

	 
	合計
	11
	44.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	14
	56.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
[image: image21.emf]36.36%
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無回答

30分以内

Q4-5 一般小規模医療機関への平均的所要時間（階級）

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q5 通院時の主な付き添い者(１番）

統計量(a)

Q5 通院時の主な付き添い者(１番） 

	度数
	有効
	21

	 
	欠損値
	4


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q5 通院時の主な付き添い者(１番）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	母
	17
	68.0
	81.0
	81.0

	 
	兄弟姉妹の配偶者
	1
	4.0
	4.8
	85.7

	 
	ヘルパー等事業所職員
	1
	4.0
	4.8
	90.5

	 
	無回答
	2
	8.0
	9.5
	100.0

	 
	合計
	21
	84.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	4
	16.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q5 通院時の主な付き添い者(１番）

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q5 通院時の主な付き添い者(２番）

統計量(a)

Q5 通院時の主な付き添い者(２番） 

	度数
	有効
	21

	 
	欠損値
	4


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q5 通院時の主な付き添い者(２番）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	空欄
	4
	16.0
	19.0
	19.0

	 
	父
	12
	48.0
	57.1
	76.2

	 
	兄弟姉妹
	3
	12.0
	14.3
	90.5

	 
	無回答
	2
	8.0
	9.5
	100.0

	 
	合計
	21
	84.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	4
	16.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q5 通院時の主な付き添い者(２番）

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q5 通院時の主な付き添い者(３番）

統計量(a)

Q5 通院時の主な付き添い者(３番） 

	度数
	有効
	21

	 
	欠損値
	4


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q5 通院時の主な付き添い者(３番）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	空欄
	13
	52.0
	61.9
	61.9

	 
	兄弟姉妹
	1
	4.0
	4.8
	66.7

	 
	祖父母・親戚
	2
	8.0
	9.5
	76.2

	 
	ヘルパー等事業所職員
	2
	8.0
	9.5
	85.7

	 
	福祉施設職員
	1
	4.0
	4.8
	90.5

	 
	無回答
	2
	8.0
	9.5
	100.0

	 
	合計
	21
	84.0
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	4
	16.0
	 
	 

	合計
	25
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q5 通院時の主な付き添い者(３番）

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q6 通院に必要な付き添い者数

統計量(a)

Q6 通院に必要な付き添い者数 

	度数
	有効
	25

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q6 通院に必要な付き添い者数(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	1人
	3
	12.0
	12.0
	12.0

	 
	2人
	18
	72.0
	72.0
	84.0

	 
	無回答
	4
	16.0
	16.0
	100.0

	 
	合計
	25
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q6 通院に必要な付き添い者数

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q7 受診しにくい科目の有無

統計量(a)

Q7 受診しにくい科目の有無 

	度数
	有効
	25

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q7 受診しにくい科目の有無(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	ない
	13
	52.0
	52.0
	52.0

	 
	ある
	8
	32.0
	32.0
	84.0

	 
	無回答
	4
	16.0
	16.0
	100.0

	 
	合計
	25
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q7 受診しにくい科目の有無

担当児童（・障害者）センター: 無回答


Q7　受診しにくい診療科目の内訳（複数回答）

Q7 受診しにくい診療科目の内訳（複数回答）(a)

	 
	人数

	Q7 受診しにくい診療科目内訳
	1 内科
	0

	 
	2 小児科
	0

	 
	3 外科
	0

	 
	4 歯科
	6

	 
	5 泌尿器科
	0

	 
	6 精神科
	1

	 
	7 眼科
	2

	 
	8 耳鼻咽喉科
	2

	 
	9 整形外科
	0

	 
	10 脳神経外科
	0

	 
	11 皮膚科
	0

	 
	その他
	1

	 
	科目名無回答
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
Q8 夜間救急受診経験有無

統計量(a)

Q8 夜間救急受診経験有無 

	度数
	有効
	25

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答

Q8 夜間救急受診経験有無(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	ある
	18
	72.0
	72.0
	72.0

	 
	ない
	6
	24.0
	24.0
	96.0

	 
	無回答
	1
	4.0
	4.0
	100.0

	 
	合計
	25
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 無回答
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Q8 夜間救急受診経験有無

担当児童（・障害者）センター: 無回答
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